
平成 8年 シンボルマーク 

3 1 No.850 人ロと世帯 

2 月 1日現在（ ）内は前回比、男23,916 (+22） 女26,485 (+6） 計50,401 (+28） 世帯17,266 (+2) 

に
し

て
い
ま
し

た
。
 

日
、
昭
和
三
＋

年
度
生

ま
れ

の
男
性

百
八
名
と

昭
和
三
十
九

年
度
生

ま
れ

の
女
性
百
十

四
名
が

出
席
し

て
、
市
公
民
館
で

行
わ
れ

ま
し
た
。
 

厳
粛
な

祭
事
の
後
、

坂
本
義
美
実
行

委
員
長

“
 

が
「
家
庭
的
に

も
社
会
的
に

も
責
任
あ

る
折

目

に
達
し

た
こ
と
を
感
謝
す
る

と
と
も
に
、

今
後

は
豊
か
な

社
会
の
実
現
を

目
指
し

て
頑
張
っ

て

行
き
ま
す
」
と
述
べ
、

参
加
者
は

決
意
を
新
た
 

雄”=" 

舞霧。 

舞薯与 

「
「
難
無
霧
 

篇こ二贈、さ 編 
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、
後
列
右
か
ら
、
小
野
清
茂
さ
ん
、
白
川
さ
ん
、
ノ

加
藤
藤
男

さ
ん
、

小
山
内
助
役
、

川
口
収

入
役
、
横
山
さ
ん
、

加
藤
敏
市
さ

ん
、
 

／
三
浦
さ
ん
、

高
松
さ

ん
 

'
 

 

、
前
列
右
か

ら
、
成
田

さ
ん
、

岩
川
さ

ん
、
 

原
田
さ
ん
、
土
岐
さ
ん
、

岩
谷
さ
ん
、
 

佐
々
木
市
長
、

江
良
さ
ん
、

干
葉
さ

ん
、
 

／
小
野
勇
治
さ
ん
、

蒔
苗
さ
ん
、

葛
西
さ
ん
 

一
一月
一
一
＋三
日
、
産
経
会
館
で
五
所
川
原
街
づ
く
り
賞
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
三
団
体
と
個
人
＋
九
人
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
街
づ
く
り
賞
は
、
公
共
の
福
祉
の
増
進
に
功
績
が
あ
り
、
広
く
市
民
の
模
範
と
な
る
個
人
又
は
団
体
に
対
し
て
表

彰
を
行
う
も
の
で
、
受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（順
不
同
敬
称
略
）
 

五
所
川
原
街
づ
く
り
賞
表
彰
式
 

江
 
良
 
善
五
郎

千
 
葉
 
与
 
市

岩
 
谷
 

勇

土
 
岐
 
文
 
昭

工
 
藤
 
織
 
男

葛
 
西
 
富
 
蔵

小
 
野
 
勇
 
治
 

氏
  

名
 
・
 
 

m
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凶
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留
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斗
罵
旨
旨
に

くk 
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哨
眠
田
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団
 
体
 

社
会
福
祉
の
推
進
 

里
親
制
度
の
普
及
 

町
内
会
長
（
湊
）
 
 

町
内
会
長
（
東
雲
町
）
 
 

町
内
会
長
（
幾
島
町
）
 
 

町
内
会
長
（
第
二
柳
町
）
 
 

町
内
会
長
（
上
町
・
寺
町
）
 
 

町
内
会
長
（
松
島
町
四
丁
目
）
 
 

二
＋
年
（
昭
和
五
十
年
5
)
 

 

二
＋
年
（
昭
和
五
十
一
年
、
）
 
 

二
十
年
（
昭
和
五
十
一
年
、
）
 
 

三
十
三
年
（
昭
和
三
十
八
年
5
)
 

 

二
十
三
年

（
昭和
四
＋
八
年
5
)
 

 

二
十
六
年
（
昭
和
四
十
五
年
5
)
 

 

豆癖舞豆 

の
高
揚
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
の
推
進
 

公
営
住
宅
行
政
の
推
進
 

力
、
団
地
内
の
環
境
美
化
 

組
、
環
境
行
政
推
進
（
の
協
力
 

富
士
見
可
地
住
宅
建
替
事
業
（
の
協
 

不
法
投
棄
監
視
や
分
別
収
集
（
の
取
 

防
火
思
想
の
普
及
、
地
域
連
帯
意
識
 

事
 
績
 

専熱舞 

事 

績 

蒔
 
苗
 
米
三
郎

松
 
本
 
一
 
雄

木
 
村
 
千
代
作

高
 
松
 
三
 
雄

小
 
野
 
清
 
茂

白
 
川
 
久
 
夫

加
 
藤
 
藤
 
男

加
 
藤
 
敏
 
市

増
 
田
 
光
 
信

田
 
中
 
勝
 
慮

横
 
山
 
友
 
昭

三
 
浦
 
一
 
正
 

氏
 

名
 

貢
献
 

導
等
の
推
進
 

に
尽
く
さ
れ
た
 

行
政
連
絡
員
（
稲
実
）
 
 

行
政
連
絡
員
（
末
広
町
）
 
 

行
政
連
絡
員
（
長
富
上
）
 
 

行
政
連
絡
員
（
柏
原
町
）
 
 

行
政
連
絡
員
（
長
富
下
）
 
 

行
政
連
絡
員
（
末
広
・
新
宮
）
 
 

行
政
連
絡
員
（
松
島
町
六
丁
目
）
 
 

て
、
交
通
事
故
防
止
指
導
と
安
全
指

生
活
道
路
の
確
保
の
維
持
増
進
に
貢
献
 

二
十
年

（
昭和
五
十

一
年
、
）
 
 

青
少
年
の
非
行
防
止
に
積
極
的
に
取

五
所
川
原
地
区
交
通
指
導
隊
長
と
し

長
年
に
わ
た
り
近
隣
及
び
一
人
暮
ら

組
み
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
寄
与

事
故
防
止
と
安
全
思
想
の
普
及
高
揚

他
鳥
獣
保
護
員
と
し
て
自
然
保
護
に

飯
詰
部
分
林
組
合
長
を
勤
め
、
森
林

資
源
の
酒
養
と
緑
化
思
想
の
普
及
の

し
の
敷
地
や
市
道
の
除
排
雪
を
行
い
、
 
 

三
十
三
年

（
昭和
三
十
八
年
5
)
 

 

二
十
四
年

（
昭和
四
十
七
年
、
）
 
 

二
十
四
年
（
昭
和
四
十
七
年
5
)
 

 

二
＋
三
年
（
昭
和
四
十
八
年
5
)
 

 

二
十
三
年
（
昭
和
四
十
八
年
、
）
 
 

交
通
安
全
運
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
 
 

ニ
十
三
年
（
昭
和
四
十
八
年
5
)
 

 

事
 

績
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合同庁舎違設予定地 

T苫 
計画建物8-2 

株式会社 
サンデー 

す
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
 

三
」
国
一」ーI
I一
 

ホテル建設予定地 	I 

プノ 
、 
L‘一 

」
一
 

ェ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
敷
地
面
積
は
十
八
万
九
千
1
1
1
 

百
平
方
メ
ー
ト
ル
。
そ
の
う
ち
A
街

区
に
は
鉄
骨
造
二
階
建

（
一部
平
屋

建
）
の
A
棟

（店
舗
面
積
一
万
八
千

九
百
九
十
四
平
方
メ
ー
ト
ル
）
を
建

設
し
、
こ
の
店
舗
面
積
の
内
訳
は
、
 

既
に
出
店
が
決
ま
っ
て
い
る
核
店
舗

の
イ
ト

ー
ョ
ー
カ
堂
が
九
千
五
百
平

方
メ
ー
ト
ル
、
中
小
専
門
店
が
五
千

四
百
四
十
八
平
方
メ
ー
ト
ル
、
共
用

部
分
が
四
千
四
十
六
平
方
メ
ー
ト
ル

と
な
っ
て
い
ま
す
。
A
街
区
と
市
道

を
挟
ん
だ
B
街
区
に
は
鉄
骨
造
平
屋

建
の
B
1
1
棟
、
B
1
2棟
を
建
設

し
、
B
1
1
棟
に
は
キ
ノ
シ
タ
が
入

り
店
舗
面
積
は
四
千
三
百
六
十
六
平

方
メ
ー
ト
ル
、
B
1
2
棟
に
は
サ
ン

デ
ー
が
入
り
店
舗
面
積
は
三
千
六
百

五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま

す
。
駐
車
場
は
全
体
で
二
千
七
百
五

十
台
、
駐
輪
場
も
九
百
五
十
台
の
ス
 

エルムの街ショッピングセンター配置図 

第
三
セ
ク
タ
ー
・
五
所
川
原
街
づ
く
り
株
式
会
社
（
鎌
田
嘉
兵
衛
代
表
取
締
役
社
長
）
は
ニ
月
八
日
、
市
長
公
室
で
記
者
会

見
を
行
い
、
市
内
唐
笠
柳
地
区
に
建
設
さ
れ
る
商
業
施
設
「
ェ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ツ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
の
中
核
店
舗
と
し
P
rキ

ノ
シ
タ
」
 
（
本社
青
森
市
、
木
下
和
幸
代
表
取
締
役
）
と
「
サ
ン
デ

ー
」
 
（本
社
八
戸
市
、
吉
田
昌
平
代
表
取
締
役
）
が
出
店
 

記
者
会
見
で
あ
い
さ
つ
す
る
 

鎌
田
嘉
兵
衛
代
表
取
締
役
社
長
 

。（
ー
ス
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
記
者
会
見
で
は
、
ェ
ル
ム

の
街
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
イ

ト
ー
ョ
ー
カ
堂
が
出
店
す
る
こ
と
に

よ
り
、
平
成
九
年
＋
一
月
オ
ー
プ
ン

に
伴
い
、
既
存
の
イ
ト
ー
ョ
ー
カ
ド
 

ー
マ
ル
キ
店
を
閉
店
す
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
閉
店
後
の
跡

地
に
つ
い
て
、
五
所
川
原
商
工
会
議

所
で
は
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
有

効
利
用
を
図
り
た
い
と
し
て
い
ま
す
。
 

健
康
づ
く
り
 

バ
イ
キ
ン
グ
 

試
食
ム
ム
 

自
己
の
食
生
活
を
ふ
り
か
え
り

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
食
生
活
に
「
 

い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
 

二
月
十
五
日
に
働
く
婦
人
の
家
で
健

康
づ
く
り
バ
イ
キ
ン
グ
試
食
会
が
開

か
れ
、
今
回
で
三
回
目
と
な
り
ま
支

今
回
の
テ
ー
マ
は
が
ん
予
防
の
食

事
に
つ
い
て
で
、
塩
分
控
え
め
の
か

ら
し
揚
げ
、
食
物
繊
維
た
っ
ぷ
り
の

ひ
じ
き
の
梅
あ
え
、
栄
養
価
の
高
い

に
ん
じ
ん
サ
ラ
ダ
な
ど
、
が
ん
に
な

ら
な
い
食
事
を
試
食
し
、
参
加
者
た

ち
は
自
分
自
身
の
食
生
活
を
見
直
し

て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
が
ん
予
防
に
「
い
て

の
健
康
づ
く
り
総
合
講
座
が
行
わ
れ
、
 

五
所
川
原
保
健
所
長
の
桜
庭
庚
次
先

生
が
「
最
近
の
喫
煙
事
情
と
肺
が
ん
」
 

と
題
し
て
講
演
し
、
参
加
者
は
改
め

て
が
ん
の
恐
し
さ
を
実
感
し
て
い
た

よ
う
で
し
た
。
 

エ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
中
核
店
舗
に
 

「キ
ノ
シ
タ
」
と
「
サ
ン
デ

ー
」
が
決
定
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霧
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A
霞
「五
折
旧
原
市
史

一
史
料
隔

3
土
巻

（
近
・
現
代
更
料
編
ー
）
刀
刊
行
に
つ

い
て
 

、
（
 

ニ
 

ジ
 

、
宇
 

部
会
 
f
 “
石
 
信
 

、
』」
・
 

も
二
 
・
 
餌
議
二
戸
一
 
郵

叙
”
戴
三
‘
Iー
、a舞
議
曹
薫
，
 

g
熱
舞
難
灘
裁
萄費
芦
犀
」
愛
』
二
 
‘
 

市
史
編
纂
だ
よ
り
 

河
滋
熟
譲
 

W灘
編
一
舞
晦
 

ぐ

、
、
 

4
 

平成 8年3月 1日 

五
所
川
原
市
史
の
編
集
作
業
も
、
 

か
な
り
進
展
し
、
史
料
編
1
・
2
上

巻

・
文
化
財
編
に
続
い
て
、
3
上
巻

の
刊
行
に
い
た
り
ま
し
た
。
 と
こ
ろ

で
、
市
史
編
集
委
員
会
の
中
に
は
、
 

部
会
が
構
成
さ
れ
て
お
り
、
自
然

・

原
始

・
古
代
・
中
世
部
会
、
近
世
部

会
と
並
ん
で
、
近

・
現
代
部
会
が
あ

り
ま
す
。
今
回
の
3
上
巻
は
、
近

・

現
代
部
会
と
し
て
は
、
最
初
の
刊
行

物
で
あ
り
、
力
も
入
り
ま
し
た
。
た

だ
し
、
成
田
委
員
担
当
の
民
俗
に
つ

い
て
は
、
史
料
編
1
に
、
 一
部
、
掲

載
済
み
で
す
。
近
・
現
代
部
会
は
、
 

成
田
敏
、
河
西
英
通
、
岩
川
亘
宏
の

編
集
委
員
、
佐
藤
和
之
、竹
村
俊
哉
、
 

田
中
秀
和
、
脇
野
博
、
米
谷
米
三
郎

の
編
集
協
力
者
と
小
岩
で
構
成
さ
れ
、
 

今
回
の
史
料
編
3
上
巻
は
、
小
岩
、
 

河
西
、
岩
川
、
竹
村
、
田
中
、
脇
野

の
各
員
が
編
集
と
史
料
の
解
説
を
担

当
し
ま
し
た
。
部
会
員
の
お
お
よ
そ

の
分
担
は
河
西
が
政
治
・
行
政
、
岩

川
が
教
育
、
竹
村
が
水
利
・
文
化
、
 

田
中
が
宗
教
、
脇
野
が
農
林
業
、
小

岩
が
商
工
業
と
し
、
項
目
に
よ
っ
て

は
、
分
担
を
交
替
し
て
い
る
も
の
も
 
 

あ
り
ま
す
。
他
の
委
員
の
分
担
は
、
 

成
田
が
民
俗
、
佐
藤
が
言
語
、
米
谷

が
水
産
業
と
な
っ
て
お
り
、
史
料
編
 

3
下
巻
や
、
通
史
編
の
編
集
に
あ
た

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
史
料
編

は
特
に
、
史
料
の
分
類
整
理
や
、
解

読
の
作
業
が
重
要
で
あ
り
、
こ
の
作

業
に
は
、
豊
島
勝
蔵
、
小
山
英
治
、
 

岩
崎
繁
芳
の
各
氏
が
尽
力
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
編
纂
事
務
局
の
各
氏
の
企
画
、
 

調
査
、
校
正
等
の
作
業
は
、
市
史
の

出
来
映
え
を
左
右
す
る
重
要
な
も
の

で
す
。
釜
落
編
纂
委
員
長
、
長
谷
川

監
修
・
編
集
委
員
長
の
援
助
も
不
可

欠
で
し
た
。
編
纂
委
員
会
や
編
集
委

員
会
で
の
各
委
員
の
督
励
や
助
言
も

編
集
作
業
の
促
進
に
役
立
ち
ま
し
た
。
 

編
纂
委
員
会
終
了
後
の
会
合
に
佐
々

木
市
長
が
参
加
さ
れ
、
督
励
さ
れ
た

こ
と
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
う
し

て
、
大
勢
の
力
の
結
集
が
市
史
、
史

料
編
と
し
て
結
実
し
た
と
い
え
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
努
力
は
、
通
史
編
の
完

成
ま
で
、
続
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
 

さ
て
、
今
回
の
史
料
編
3
上
巻
の

目
玉
は
、
市
内
の
旧
家
に
所
蔵
さ
れ
 
 

貧
へ
 

て
い
た
文
書
の
紹
介
で
す
。
こ
れ
は
、
 

近
世
部
会
と
近
・
現
代
部
会
が
合
同

で
行
っ
た
調
査
の
結
果
、
日
の
目
を

見
た
も
の
で
す
が
、
も
と
は
と
い
え

ば
、
所
蔵
者
が
大
事
に
保
管
し
て
き
 

た
こ
と
の
賜
物
で
す
。
改
め
て
、
文

書
閲
覧
の
便
宜
を
与
え
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
感
謝
し
、
ま
た
、
今
後
と

も
、
大
切
に
保
管
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
旧
家
所
蔵
文
書
の
う
ち

で
は
、
阿
部
家
所
蔵
の
政
治
関
係
の
 
 

文
書
類
が
、
自
由
民
権
運
動
の
青
森

県
で
の
あ
り
か
た
を
示
し
て
い
て
、
 

新
聞
で
も
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
 

寺
田
家
か
ら
提
供
さ
れ
た
寺
田
左
吉

の
日
記
は
、
明
治
前
期
の
五
所
川
原

の
様
子
を
克
明
に
描
い
て
い
ま
す
。
 

飯
塚
家
提
供
の
文
書
か
ら
は
、
地
租

改
正
に
関
わ
る
騒
動
の
存
在
が
浮
か

び
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
騒
動
は
県
内
で
は
、
県
南
地
方
で

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
具
体
的
な
内
容
ま
で
は
わ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
全
国
的
な
動

向
で
は
、
和
歌
山
県
、
三
重
県
、
茨

城
県
な
ど
の
騒
動
が
有
名
で
あ
り
、
 

東
北
地
方
の
騒
動
に
つ
い
て
は
、
同

時
期
に
山
形
県
で
、
ワ
ッ
パ
騒
動
と

し
て
知
ら
れ
る
、
県
政
批
判
の
運
動

が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
 

ワ
ッ
バ
と
は
弁
当
箱
の
こ
と
で
、
弁

当
箱
に
つ
め
る
ほ
ど
の
お
金
の
と
り

あ
い
が
問
題
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
 

飯
詰
の
騒
動
は
地
租
改
正
の
あ
り
か

た
を
問
題
に
し
た
も
の
で
す
が
、
結

果
は
、
作
業
に
あ
た
っ
た
農
民
の
手

間
賃
の
増
額
で
お
ち
つ
い
て
い
ま
す
。
 

明
治
後
期
や
大
正
期
は
、
佐
々
木

嘉
太
郎
や
阿
部
賢
吉

・
平
山
浪
三
郎
 

・
平
山
為
之
助
な
ど
の
政
治
家
が
活

躍
し
た
時
代
で
あ
り
、
五
所
川
原
の

黄
金
時
代
で
し
た
。
道
路
網
の
整
備

や
現
、
五
能
線
の
陸
奥
鉄
道
の
開
通
 
 

が
進
み
、
商
業
が
発
達
し
、
金
融
機

関
も
発
達
し
、
五
所
川
原
が
西
北
津

軽
の
中
心
地
と
し
て
の
地
歩
を
固
め

た
時
期
で
し
た
。
こ
の
時
期
の
史
料

と
し
て
は
、
旧
家
所
蔵
文
書
に
加
え
、
 

東
奥
日
報
紙
の
記
事
の
負
う
と
こ
ろ

が
大
で
し
た
。
お
借
り
し
た
史
料
の

中
に
は
、
大
福
帳
な
ど
の
大
部
の
史

料
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
、
 

残
念
な
が
ら
掲
載
で
き
ず
、
通
史
の

叙
述
に
生
か
し
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
五
所
川
原
の
商
業
中
心

地
と
し
て
の
形
成
過
程
の
一
端
を
読

み
と
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
 

大
正
期
の
出
来
事
と
し
て
は
、
大
正

二
年
の
凶
作
の
影
響
を
無
視
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
周
辺
の
農
村
の

不
況
は
五
所
川
原
の
産
業
に
直
結
し

て
い
ま
す
。
凶
作
関
係
の
史
料
も
掲

げ
ま
し
た
の
で
、
先
人
の
知
恵
を
う

か
が
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
 

以
上
は
掲
載
史
料
の
一
部
の
紹
介

で
す
が
、
こ
の
他
に
も
、
文
化
や
宗

教
な
ど
、
五
所
川
原
を
他
面
的
に
と

ら
え
る
史
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

市
史
は
市
民
の
た
め
の
も
の
で
す
。
 

大
い
に
御
活
用
願
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
市
史
編
纂
事
業
は
ま
だ
続
き
ま

す
。
今
後
と
も
、
ご
協
力
の
ほ
ど
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

,
 

【
 



靖苧 牟 

ミニガマコンテスト 1 位の「宝船」 

～ミッキー君とい’どょに記念写真～ 

～ミニガマロードの灯に誘われて、タ方からも続々と～ 
（~ 

～宝探し、同じ番号札はどこかな～ 

フ土ス 

ー J、ル 
雪
と
親
し

み
な
が
ら
北
国
の
冬

を
楽

し
く
過
ご

そ
う
と
ニ
月
十
日
、
十

一
日
の

両
日
、
第
ニ
十
六
回
ご
し
ょ

が
わ
ら
冬

フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
 

初
日
の
会
場
と
な
っ

た
菊
ケ
丘
水
郷

公
園
で

は
、
ミ
ニ
ガ
マ
コ
ン
テ
ス
ト
、
 

Jリ
ー
グ
こ
れ
が
シ
ュ
ー
ト
だ
、
宝
探

し
大
会
、
ど
ん
ど
焼
き
な
ど

趣
向
を

一」
 

ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
た
く
さ

ん
の
親

子
づ
れ
で

賑
わ
い

ま
し
た
。
 

～運転手はボクです～ 

警喝 

巧み 手糸， す 

言 	 ， 

, 

議鮎ぐ 

どんど焼に点火した丸海老大会長 

交替しながら10臼ついたもちつき大会 

～寒い冬の夜も力マクラのなかはあったかいよ～ 

5 平成 8年3 月1日 



〔土から上へのリサイク)り 

コンポスター 
~ ’“, 
〈生ゴミ処理容器〉 

>規 格 

農業者年金を引き続き受けるため 

現況届の提出を忘れずに 
―現況届とは― 

毎年1回、 2月末に受給者の状況を確認す

るため、農業者年金基金から直接送られます。 

農業者年金を引き続き受けるためには、 こ

の「現況届」に市町村長の証明印をもらい、 

3月31日までに農業委員会に提出しなければ

なりません。 

「現況届」が提出されないときは、提出され

るまでの間、年金の支」ムいが一時差し止めに

なりますので、忘れずに提出してください。 

ン問い合わせ 市農業委員会（内線242) 

平成8年度 

一 市・県民税申告相談日 

地
区
 

月 日 曜
  

対象区域 時間 相談会場 

毘
沙
門
  

3
 
3
 

一
 

4
山
 

金

月
 

毘沙門 

長富 

9 】 20 
5 

15:00 

毘沙門・長富
コミュニテ 
イセンター 

長
 
橋
 

にv
6
 
7
 
 

3

（
く〕
3
  

火

水
木
 

野里・豊成・福山

戸沢・松野木 

浅井・神山 

9 :20 
、 

15:00 

コミュニテ
イセンター 
長 	橋 

本
 

庁
  

3・8 

3・11 

3・12 

3・13 

3・14 

3・15 

金
 

月
 
火
 

水
 
木
 
金
 

・

元
宮
元
町

菊
町
 

町
谷
枝
町
 
町

町

・
 
・
町

・
 

町
橋
新
松
栄
重
錦
 

原
ッ

り
屋
 
井

元
田
鉄
蕉

大
葉
沼
 

吋
耕
T
発
 
町
リ
主
4
1
 
」
・
冒
汀
上
町
喝

.
m4

町

:
,
  

端
橋
・
宮
 
予
八

・
町

柏
一
下

布
 
平

ト
雛
蘇

芭

ト
若
蓮
湊
 

寺
小

・
岡
新
…
 
幾
傍

・
)
 
I
 末
川

・
敷

岩
東
・
平

松
湊
 

町
曲
新

田
町

田
不
下

世
糾
鳥

絶
幾

脚
国
 
木
町

田
和
島

団
 

リ
畦
郎
味

柳
町
鮮
羽

森
:
f
1
1
T
 

E
j
B
I
J
-
 

眺
町
町
 
町
本

川
町
 
町
地
  

9 :00 
5 

15:00 

旧 市 民 
文化会館 
大ホール前 
ロ ビ ー 

※ 3月18日（月）-3月29日（金） 〔土曜・日

曜・祝日を除く〕の 9時～15時まで、 旧市

民文化会館ロビーで引き続き全地区の申告

相談を実施します。 

お知らせ 
―平成8年度 

保育所入所申請 
	 受付中！ 
市では、平成 8年度保育所入所申請を受イ寸

ておりますが、平成 8年 2月15日現在下記の

保育園（所）てs定員に余裕がありますのでお

早一目に申請してーください。 

なお、保育園（所）によっては乳児（0歳児）、 

障害児（軽度、中度） も入所できます。 

1. 五所)II原保育園 

2． 若葉保育園 

3． 三好保育所 

4． 藻川保育園 

5． まつしま団地保育園 

6． 中川保育園 

7． 梅田保育園 

8． 新宮団士也保育園 

9. なおみ保育園 

10． たかたて保育園 

11． 広日羽呆育園 

ン問い合わせ 市福祉事務所福祉課児童係 

台 35 - 2111（内線542) 

内容量／190 Q 

重 量／4. 2kg 

タ下 寸／720 ゆ x710（高さ）mm 
ン斡旋価格 6,000円（市価 9,500円） 

発酵促進脱臭剤 lk (1 i), 
．‘ 、ー 一一 『一ー ー ～一 

生活害虫駆除剤 120g(2 コ）」‘」ー 

ン申し込み方法 3月29日（金）までに、電話 

又は来庁にて申し込みください。 

レ申し込み先 市保健環境課 環境係 

容 35 一 2111（内線231・233) 

※品物の引き渡しにつレいては、 4月一下旬に現 

金交換の予定です。 

平成8年 3月 1日 6 



「サンデー柏店」増床に係る

地元説明会開催のご案内 

ン開 催 日 3月 8 日（金） 

レ開催時間 13時三より 

ン開催場所 

五所川原商工会議所 

5階 第一会議室 

五所川原市岩木町12 

合 3 5 - 2 1 2 1 

地域の皆様のご参加を 

お待ち致しております。 

建物設置者・店舗内小売業者 

株式会社 サンデー 

雪0178 - 47 - 8518 担当 川袋 

募 集 
『女性のための電気教室』 

開催のご案内 
東北電力五所川原営業所 

［募集人員 30名 

い・開催期間 4月～12月まで毎月 1回開催 

(8月除く） 

D開 催 日 毎月第 3木曜日 

ン日寺 間 10時～12時（見学会別時間） 

ン会 場 東北電カ（株）五所川原営業所 

（田町113 一 1) 

ン講座内容 

4
 

月
 

開 	講 

・開 講 式 

・オリエンテーション 

・当社の概要説明 

・所内見学および懇談 

5 

月 

1．電 気 の 

基礎知識 

2．電気料金の 

し く み 

・簡単な電気知識の習得 

・電気料金の計算方法

など 

6
月
 

機器の組み立て ・テーブルタップの製作 

7

月
 

料 	理 
・200ボルト機器に

よる料理 

9

月
 

施設見学会 
・エネルギー関連施設の

見学 

10 
住宅見学会 

・オール電化の機器紹介

と高気密・高断熱住宅

の見学 

11 
菓子づ く り 

・クリスマスケーキ

づくり 

12 
閉 	講 ・修了証の授与 

ン申し込み方法 東北電力（株）五所川原営業

所 お客さまサーヒ”’ス課（合35 - 2151 

内線334）へ電話でお申し込みください。 

>締め切り 定員になり次第締め切らせてい

ただきます。 

7 平成 8年 3 月 1日 

「保険料を納めましよう一 
~ 

国民年金の保険料を納めることは、 自分の

年金を確保するだけでなく、現在年金を受け

ている人をも支えていることになります。 こ

れは国民年金が「世代と世代の助け合い」の

制度であるからて三す。 

また、県や市町村ーでは国民年金の保険料の

積立金から融資を受け、病院設備や簡易水道

設備などに利用しています。 

皆さんの納めた保険料は、地域社会の福ネI」二

にも役立てられている（1γです。 

平成 7年度分の保険料の納付一期限は、 4月

末日までです。納め忘れのないようにしまし

よう。 

保険料が未納のままになっている場合、事

故や病気で障害者になったとき障害基礎年金

が受けられなくなったり、将来、老齢基礎年

金が受けられなくなることもあります。 

納め忘れを防ぐためには、 口座振替制度を

利用したり、お住まいの地区の婦人会や納税

組合などの納イ寸組織に加入することをおすす

めします。 

また、経済的な理由などから保険料を納め

ることができない場合には、 申請によって保

険料の納イ寸が免除される制度があります。 

詳しくは、市国保年金課国民年金係（”内

線 211, 212, 213）へお問い合甘っせください。 

五所川原市役所 B35 - 2111 



交通安全は家庭から 

て概況（勢錆現在） 
五所川原市交通安全対策協議会 

県 	内 h111)「川原市管内 

多邑 1 , 1 46 
(- 1 7 フ 

6
十
 

1
8
 
 

多ピ 	者 9
(
0
)
 

 

1
1
 
 

+
  傷 1,410 

(- 6 3) 7+
 
8
9
 

 ( ）内は日 i年対比 

運転はゆったりハートに しっかりベルト

五所川原市役所 公35- 2111 

交通事故概況 

■ ~ 	 一 一 	ー ー―― 	~ 	 ． 	 ‘ 	一 	 一 

~ ~.本~ 竿っ~ 同 匡ー工“百斤I ~ ~ II百4・~ 斥1 ~ Ei 司土＝,I トギ・士ーA 

	

I■ー I 	I 	~ ~~ I 
~ ‘-  I 	I 	~ AA' ~ ， ‘ ，ーII I 	ll I I I工I工 	. 	I I~ I III IJI 	I 	TI I I I I、 ~ 
ー’ー ー ’ 	ー 	I J 『“ "" ’、一‘ fI I’ 	一 ■’"’~I ~ I I~I I-'JソJ' ‘ ~ 、~ 

期日 平成 8年3月 9 日（土） 前夜祭（18時） 

3月10日（日） 本大会（10時） 

会場 前夜祭 五所川原市中央公民館 

本大会 五所川原市岩木川河川公園

参加資格 どなたでも参加できます。 

参加料 無米斗。但し前夜祭は1人3,000円
競技種目 

Aクラス （津軽凧こどもの部一中学生以下） 

Bクラス （津軽凧一般の部一高校生以上） 

Cクラス（創作凧の部一県内外） 

Dクラス （県外伝統凧の部） 

Eクラス（津軽J凧団体の部） 

審査方法 見ばえ（絵柄等）、安定度（揚げ方、 

技術）、マナー、 うなり（津軽凧のみ） 

表彰 各クラス毎に次のとおりの表彰を行い

ます。 

注意事項 

①同一種目への出場は 1メ、1回限りとします。 

②同一凧の出場は1回限りとします。 

③競技中チームのゼッケンは良く確認できる 

ようにすること。 

④競技進行に関わる事項については係員の指 

示に従うこと。  

参加申し込み 申し込みについては当日扱い 

としまり二, 

申し込み・問い合わせ先 

五所川原市産業経済部観光物産課内、 

社団法人五所川原市観光協会 

合 0173 一 35 - 2111 内線391 
両 037 五所川原市岩木町12 

表彰 

最優秀賞 1 優秀 賞 2 優 良 賞 3 
努力 賞 4 参加 賞 参加者全員 

優秀 賞 2 優 良 賞 3 
参加 賞 参加者全員 

くるみ園（老人ホーム） 
入所者作品展示会 

ンと き 3月14日（木） 10時～15甘寺 晦議講 

レところ 養護老人ホームくるみ園内 宰舞 

（幾世森165番地1) 
>作品販売 展示作品を即売いたします 

地域の皆様の作品展示コーナーもありますので、 

出品のご協力をお願いいたします。 （申し込みは 

3月 2 日（土）まで。連絡先834 一 2721 桜庭） 

当日は、食堂にて模擬店（うどん、生そば、お 

しるこ）を開いています。皆様お揃いでおいでく 

ださい。 

[ 
で愛・ふれ愛・めぐり愛 

あなたも参加してみませんか 

女性の方、大歓迎 

=＝若者交流パーティーー 

i 
食べ放題・飲み放題 

力ラオケ・各種ゲームなど 
景品等もあるよノ 

）と き 3 月 8 日（金）18: 30- 

~ 

レところ 五所川原市大町 『藤吉良β』 

レ参加料 1 , 000円（当日持参願いますJ 

レ申し込み先 市農業委員会 

（か35 - 2111 内線240・242) 
又はお近くの農協ヘ 

レ申し込み期限 3 月 4 日（月） 

レ主催 五所川原市農業者年金協会・ 

市農林水産課・市農業委員会・ i 

五所川原市農協・津軽中央農 I 
協・七和農協・嘉瀬農協・川 l 

し ー一竺二誉讐ーー一一一一』 

平成 8年3月1日 8 



斎
藤
セ
ツ
エ
さ
ん
 

(
5
9歳
）
 

（
写
真右
か
ら
）
 

市
内
戸

沢
 

斎
藤
と
き
魚

さ
ん
 

(
6
7歳
）
 

間
山
ひ
ろ
子

さ
ん
 

(
4
6歳
）
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仲間と歩いて運動不足解消 

「冬になると運動不足だ、体重が増える」 

という声をよく聞きます。そこで、今回は長

橋地区で冬の運動不足解消のために “歩いて

いる仲間” がいるという情報を得ました。 

斎藤とき勇．さんは、糖尿病を患って主治医

に「夏場は調子はいいが、冬になると悪いね。 

運動不足じゃないのか。歩いてみプとら」 と月力

言を受けました。 「わいはー、ただ歩ぐだげ

だらめぐせじゃ」 と反論したものの、 自分の

体だし、 まだまだ元気てルゾといという気持ち

が強く、夏は農作業等で体を動かすが、冬期

間は何もしていないことに気づき、冬の運動

不足解消のために1日 1時間積極的に歩くこ

とにしました。 

それから3年、近所の斎藤セツユさんと間

山ひろ子さんが加わり、 さらに大開部落から 

0H中間も力日わり、今は 5人でおしやべりしな

がら、大きく手を振って、テカテカの雪道を

転ばないよう早足で歩いています。 この運動

は、 1時間く。らいで7,000-8,000歩くらい歩

き、調子の良いときは、近くの温泉施設に出 

かけ、 	1日に15, 000- 20,000歩も歩くそうて了 

す。 3人は歩くことを始めてから、体が軽く

なり、動くことがちっとも大儀ではなく、肩

こりもなく、下肢のこむら返りもなくなり、 

ストレス解消にもなって、生活にリズム感が

でてきて、今では毎日歩くことが楽しみにな

ったそうです。 
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3月のオルテンシア 
催物案内 

〈大ホール〉 

日 曜
日
 

催 	物 開 j寅 入場料 

3
  

日
  

第13回 

さ っき 保育園 

音楽リズム研究会 

9 :00 無 	半i斗 

19 火
  

兼平秋香 

ピアノリサイタノレ 
18:00 

前 売 
2,5加円 

5 

24 日
  

第14回 

チ ャ リ テ イ ー 

発 表 会 

民謡・歌謡・舞踊 

・手踊りショー 

9 :30 
前 売 

500円 

〈小ホール〉 

日 曜
日
 

イ雀 	物1 開 j寅 入場料 

10 H
  

蒔苗ピアノ 

コ二レク トーン教室 

発 表会 

13:00 無 料 

16 七
  

あなたの 

リスニングルーム 
18:00 無 料 

17 日
  

きよみ愛育園・ 

おゆうぎ発表会 
13:00 無 料 

20 水
  

清野・福田 

ピアノ発表会 
13:30 無 料 

22 金
  

西北五管内保健 

衛生担当者及び 

保健婦石升修会 

9 :00 関係者 

31 日
  

阿部寿子一 

ピアノ教室発表会 
13:00 無 料 

※「あなたのリスニングルーム」は 3月 9 日 

（土）の予定でしたが、 3月16日（土）に変更

になりました。 
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保健環境課内線234・232 

身も心もさっぱりする 

健康相談室へどうぞ 
～保健婦が相談に応じています～ 

ン対象 市内にお住まいの方て三、 ご自身及び 

家族の健康の事で心配されている方 

＞内容 血圧相談、病気の相談、心の相談 

健康についての話 

レ料金 無米斗 

レ持参するもの 健康手帳（お持ちの方） 
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五所川原市役所 公35 - 2111 

献血のご案内 
献血にご協力いただいた方には、健康管理

に役立つ血液検査サービスを行っています。 

その結果は糸勺 2週間後に親展にてお送りレ、 

たします。 

均」 	「」 H寺「削 場
  

3月11日 
（金） 

10 : 
5 

11 	: 

00 

30 

しきしまコミュニテイ
セ ン タ ー 駐 車場 

（赤十字奉仕団 
五所川原分団協賛） 

12 : 
5 

14 : 

30 

30 

東北電力五所川原

営 業 所 敷 地 内 

15:  
5 

16:  

00 

00 
青 山 荘 敷 地 内 

みんなの健康教室 
レと き 3月22日（金） 13時から 

ンところ 市保健センター 3階ホール 

レ講 師 相川‘恒徳 先生 

（アイカワ薬局） 

ンテーマ ー般家庭薬の使用上の注意について 

ン主 催 北五医師会・市民保健協議会 

犬を飼っている方ヘコ 
今年度より犬の登録が生涯一回となりまし

た。そのため、犬の登録事項が引っ越し等の

理由により変更となった場合、市町村窓口へ

の届け出が必、要となります。 （転出の場合は

転出先の市町才寸窓口への届け出となります） 

※手続きに必要なもの 

③

犬鑑鑑 
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